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　　　　　　　　　　　　　　　Menus　of 　a　Shogun
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　In　this　paper ，　I　referred 　to　the 　records 　of 　the　menus 　for　the　Shogun，　Tokugawa 　Ienari，　known 　as

the 　C加 ガ Sosho　in　order 　to　research 　into　his　dietary　life．　 The 丘rst 　six　volumes 　of　the　Chori　Sosho
are 　a 　record 　of　meals 　served 　on 　special 　occasions ．　 A 　feature　of　the　remaining 　twelve　volumes 　is

that　the　Shogun’s　dietary　life　includes　sp   ial　meals 　to　 commemorate 　 previous　ancestors 　and

suchlike 　people．　 We 　can 　also 　separate 　the　meals 　prepared　for　special 　 Qccasions 　from　those　 on

ordinary 　 days．　 The 　 latter　 suggest 　that 　 the　 Shogun ’
s　 diet　 was 　 simple ．　 Fish　dishes　 are 　 most

plentiful，　then　vegetable 　dishes，　and 　that　care 　is　taken 　to　avoid 　food　poisoning．　In　conclusion ，　his
diet　 can 　be　 said 　to　be　quite 　lavish　 and 　both　full　 of 　variety 　 and 　 seasonal 　touches．　It　therefore
appears 　that　he　 was 　 exempt 　from 　the　laws 　 against 　indulgence　 at 　 the　time，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔Received　JuIy　3，1993）
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Edo　Period　江戸時代．
食品 ， Shogun　将 軍 ，

　 Tokugawa 　Ienari 徳川 家斉 ，

　 1．　 は じめ に

　 日本料理 の 完成期 の 江戸時代 の 料理献 立 は ， 写本 や

版 本 で 多数残さ れ て お り， こ れ らに つ い て の 翻刻 な ら

び に 研 究 も数 多 く行 わ れ て い る
1ト 1°）．ま た料理 の 再

現 も行 わ れ，こ れ も料理 本 と し て 出 版 さ れ，身近 に 見

る こ とが で きるよ うに な っ て き た
11 〕
”’13〕．しか しなが

ら，未知 の 部分 はま だ 多 く， こ れ か らの 研究 が 待 た れ

る．そ こ で ，
こ こ で は ど の 様な料理 が 食べ られ て い た

か を知 る 目的の ひ とつ と して，最高権力者で あ っ た 将

軍 の 食事 を追究 し た．将 軍 の 食事 に つ い て の 翻 刻 や 研

究 も見 られ る が
14 ）”’17 ｝，こ こ で は さ ら に 詳 し く追究 し

た．

　 2．資料 な らび に研究方法

　徳 川 将軍 の 献 立記録 の 『調理 叢書』 （国 立 国会 図書

館蔵〉を資料 と し た が ， 『調 理 叢書』は 15冊 か ら な る

写本で，最後 の 『調理 叢書十八止』 の 奥付けに 文政 6

年 秋 （1823年） と 記 載 さ れ て い る．『調 理 叢書一，

二 』は 「柳営 年 中一御祝儀」 と 「柳営年 中二 御 祝儀」

の 合本 で あ り，『調理 叢書 三 ，四』 は 「柳 営年 中三 御

祝儀」と 「柳営年中四御祝儀」の 合本 ， 『調理 叢書五 ，

六』は 「柳営年中五御祝儀」 と 「柳営年中六御祝儀」

の 合 本 で あ る．『調 理 叢書七 」以 下 『調理 叢書十 入 止』

に は毎 日の 献 立 が 記載 され て い る．すなわ ち 『調理 叢

書七 』に は 1 月の 献 立，『調理 叢書入』に は 2 月の 献

立
， 『調 理 叢書九 亅に は 3 月 の 献 立

， 『調理叢書十』に

は 4 月の 献立，『調理 叢書十
一

』 に は 5 月の 献立 ， 『調
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理 叢書十 二 』に は 6 月 の 献立，『調理叢書十三』に は

7 月の 献 立 ，『調 理 叢 書十 四 』 に は 8 月 の 献 立，『調 理

叢書十五 』 に は 9 月 の 献 立，『調理 叢書十 六 』に は 10

月 の 献 立 ，『調 理叢 書十 七 』 に は 11 月 の 献 立 ，「調理

叢書十 八 止』に は 12 月の 献立 が 記載 さ れ て い る．

　 こ の時代に は 贅沢 を禁ず る た め に しば しば禁令が 出

さ れ た が
15 ）18 ）「g），こ れ ら の 禁令 と将 軍 の 献 立 を比 較 し，

禁令 が 将軍に当て はめ られ て い た か も検討 した．

　 3． 結果な らび に 考察

　文政年 間 の 将 軍 は 11代徳川 家斉 で ， 家斉 は 天 明 7

年 （1787年）よ り天保 8年 （1837年） まで 50 年間将

軍職 をつ とめ た．こ の 家斉 の 食事 を記録 して ある 「調

理叢書1 の うち， 『調理 叢書一一
』 か ら r調理 叢書六 亅

まで は その 内容 か ら推 測す る と，文 政 4 年 （1821 年）

か ら 文政 6年 ま で の 間 の ハ レ の 日 の 献 立 記録 で あ ろ

う
Is ）．

　『調 理 叢書七 』か ら 『調 理 叢 書十 八 止 』 ま で の 献 立

は，各月の 日数に 応 じて 29 日 また は 3  日 ま で の 献立

が記載 さ れ て お り，各月それぞれ の 日数は，大 の 月が

2 月 ，
4 月 ， 5 月 ， 9月，10 月，

12 月 で あ り， 小 の 月 は

1 月 ， 3 月 ， 6 月 ， 7 月，8 月，11 月 で ， 計 354 日で あ

る． こ の 年 が 具体 的 に 何年 に あ た る か 不 明 で あ る た め，

次 の ように推定で き る．こ れ らの 献立 は実際に供 し た

食事の 記録で は な く，こ の献立 に 基づ い て 料理 を作 っ

た の で あ ろ う．しか も特定の 年 の 献 立 とい うよ り，む

しろ こ の 献 立 を利用 して い る そ の 月の 日数 と，『調理

叢書亅 の 日数 が 合 わな い 場合 に は，臨機応変 に 応用 し

た の で は ない だ ろ うか ．

　こ の 献立 に は毎月 の 特定 の 日に 「精進仕立 て」が み

える．精 進仕 立 て の 料理 を出す の は ， 表 1に 示す よ う

に 歴代将軍等の 命日 に あ た る 日で あ る
2°｝．朝食が 精進

仕 立 て の 日 は 10 日，14 日，20 日，24 日，26 日 お よ

び 30 日で，30 日の な い 月は 29 日 に 振 り替え て い る．

朝 食 と昼 食 が 精進仕 立 て の 日 は 8 日，12 日，17 日 で

あ る．こ れ ら に 加 え て ， 祥月命日 に は 月命 日の 朝食が

精進仕立 て の場合は朝食に加え て 昼食 も精進仕立 て に，

また 朝食 と昼 食の 場合は 夕食も精 進 仕 立 て に な る．ま

た そ の 他 の 人の 祥月命 日に も，精進仕 立 て が 供 され る

ようで ある．

　 と こ ろ で 354 日の 食事 を大 きく区別す る と，
ハ レ の

食事 と ケ の 食事 に わけ る こ とが で き る． ハ レ の 食事 は ，

正 月諸行事，節分 ，上 巳，端午，山王祭礼，嘉祥，御

台誕生 日
，

土 用入，七夕，御生 身霊祝，月見 御霊祭

礼，重 陽，亥猪祝 家斉誕生 日，煤払納祝，年越 な ど

の 諸行事 に と もな っ た もの で あ る．

　 ケ の 食事つ ま り 日常 食の うち ， 最 も普 通 の献立 は 次

の 通 り で あ る，354 日 の うち に は，記入 もれ や 記載な

しが あ りそ れ ら を除 く と，朝食 は 350 の 献 立 の うち，

171 が 1汁 4菜で全体 の 48．3％に 当た り，次 い で 1汁

5菜 で 33．1％．昼 食は 348 の うちの 233 が 1 汁 4 菜 で

全 体 の 65．8％ ， 次 い で 1汁 5菜 で 12．7％．夕 食 は

352 の うち 118が 4 菜 で 全体 の 33．3％ ， 次 い で 5 菜 が

19．5％ で あ る．夕 食 に 汁 の つ くの が 少 な い の は 酒 の 肴

の 性格が 強か っ た か らで は な い か ．ち なみ に ， 朝食 ユ

汁 4菜，昼食 1汁 4 菜，夕食 4菜の パ ター
ン の 食事の

日 は 37 回 で 全 体 の 10．5％ に な る．表 2に そ の 1例 を

示 し た が，こ の 献 立 を見る限 りに お い て は，日常 は 意

外 に 質素 な食事 を して い た とい える．こ こ で将 軍 の 献

立 を 1 汁 4 菜 ，
1 汁 5 菜な ど と表記 した が

，
こ れは包

丁家 の 秘伝書 に 「
一

汁四菜」 と の 記載例 が あ る の で
1°）

，

それ に準 じた表現 に した．

表 1． 『調理 叢書亅（1823年）に み る歴代将軍等 の 命 日 と精進仕立 て

日 時 歴代 将 軍 等

8 日

10 日

12 日

14 日

17 日

20 日

24 日

26 日

30 日 ［29 日 ※ ］

朝食 ・昼 食 ・（夕 食）

朝食 ・（昼食）

朝 食
・

昼 食
・
（夕 食 ）

朝食 ・（昼 食）

朝食 ・昼食 ・（夕食）

朝食 ・（昼 食）

朝食 ・（昼食）

朝食
・
（昼食）

朝食
・
（昼食）

4代家綱 ・10代家治

5 代綱吉

9代 家 重

6 代家宣

初代家康

3 代家光
・8代吉宗

2 代家忠

家治生母

7 代家継

※ 小 の 月 の 精 進 日．〔 ） 内 は 祥 月 命 日の 精 進 仕 立 て．
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表 2． 『調理叢書』 （1823年）に み る献立例 （1 月 13 日）

朝 （朝食） 置合

御汁

御 香 の 物

御 に もの 〔煮物）

御食 （飯 ）

御湯 と うふ （湯豆 腐）

に しめ （煮染） 蕗の 頭

梅酢漬　新せ うか （新生姜）

口 塩 た ら（口 塩鱈）　 うと短 さ く（独活短冊）

花 丸 ふ り（花 丸 瓜 〉

伊勢 え ひ （伊勢海 老）　 貝 の は し ら （貝柱）　 な （菜）

角 か た （角 型 ）

花か つ ほ （花鰹） お ろ し大 こ ん （卸大根〉 唐 か ら し（唐辛子）

御二 度 目（昼食） 奥津鯛

御汁

御香の もの

御に もの

御 食

味 噌 潰

む しりて 　御酒　花 か つ ほ

し・み （蜆）

生 漬 うり （生 漬瓜 〉

つ と半弁 （苞 半片 ）

鯛 　角か た

み っ 葉せ り （三 つ 葉）

御 三 度 目（夕食）　 置 合

御 香 の もの

御 食

御澄 し

焼 ひ た し （焼浸し）

に しめ　赤 え い （赤 鰭）　山椒 入

久 年 甫 （九 年 母 ）

粕漬 なす （粕漬 茄 子 ）

白うお （白魚）　 木の め （木の 芽）

ほ うほ ひ ら き（魴鱗開き） ふ し入 （節 入 ）

（ ）内 は 注 釈．

表 3， 『調理叢書亅 （1823 年） に 出現す る各 1 カ月間 の 食品種類数

1 月　2 月 　3 月 　4 月　5 月 　6月 　7 月 　8 月 　9月 10月 11 月 12 月

朝食 ［朝］ ※

昼 食 ［御 二 度 目］※

夕 食 ［御 三 度 目］ ×

1191321369918616697　 105

152　 164

149　 112

97　　　99　　　 90　　　96　　 112　　　88　　　88　　　89

132　　 107　　 123　　 109　　 136　　 134　　 122　　 127

131　　 112　　 128　　 138　　 163　　 165　　 130　　 175

三 食 （朝
・
昼

・
夕）　　212　 247　 237　 204 　 200　 175　 187　 199　 231　 223 　 192　 225

※ ［ ］内 は 『調理 叢 書亅 の 表 記，

　次 に 『調理叢書』に は ， 現代で は失わ れ て しまっ た

食品 の季節感も生 か さ れ て お り， 旬の もの が豊富に取

り入 れ ら れ て い る の で は ない か と考え，季節に よ る食

品 の 使 い 分 けを知 るた め の 検 討 を行 っ た．こ の 献 立 を

通 して 食品 の 季節感 を見 る た め に ，各月 の 食品出現種

類 を取 り上 げ て み た ．各月の 献 立数 は，月 に よ り日 数

が異な る の と， 記載 な しが あ る ため ， 多少 の ぱ らつ き

があ る が ， 食品 の 季節感 を知 る ため に は 何 等さしつ か

えない と判断 し た の で ，
こ の ま ま で検 討 した．い う ま

で もな い が ， こ の 当時は 陰暦 を使 っ て い た の で，現 在

の 陽暦よ り約 1月後に ずれ て い る．

　各 1 カ 月間 に 出現す る 食品 の 種類数 を表 3 に 示 した．

（921）

食品 の 種 類を集計時に ， 出世魚の ス ズ キの 名が ， セ イ

ゴ
， フ ッ コ とあ る の を別 の もの と して数え ， 鯛 と小鯛

を別の もの と して 集計した．ま た シ ョ ウ ガ と ハ シ ョ ウ

ガ を区別 し，ミ ョ ウ ガ タケ と ミョ ウ ガ ノ コ を区別 した．

魚介類や野菜類 は 乾物や塩蔵 品 が あ るが ，それ らも表

記 に従 い 区別 し た．特 に 野菜類等 は 漬物類 の 項 目を設

け た．菓子類は 菓子名が 多数出現する が ， それぞれ 1

種類 とした．ま た水産練 り製品 も色や形 で区別 した．

そ の 結果，1 月 の 1 カ 月間 の 出現 食品 種 類数は ，朝食

で は 119種 の 食品，昼 食で は 132種 ，夕食 で は 136種

で あり，こ の 1 カ 月間の 朝昼 夕の 種 類数を合計 し，重

複部分 を除 く と，計 212種 に 上 る食品 の 種類 が み ちれ
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表 4， 『調理 叢書』 （1823年）に み る各 1 カ月間の 食品群別種類数

1 月 　2 月 　3 月 　4 月 　5 月 　6 月 　7 月 　8 月 　9 月 10月 11月 　12月

穀 類

い も類

菓子類

種 実類

豆 類

魚介類

鳥卵 類

野 菜 類

漬 物 類

果 実 類

茸 類

藻 類

そ の 他

7　 　 13　 　 9　 　 8　 　 6

5　 　 5　 　 4　 　 5　 　 7

28　　　38　　　38　　　20　　　16

4　　 3　 　 4　 　 3　　 4

9　 　 6　 　 6　 　 8　 　 7

74　　　84　　　81　　　65　　　69

3　　 4　 　 1　 　 2　 　 2

41　　　44　　　42　　　39　　　40

11　　　 10　　　18　　　19　　　 17

4　 　 6　　 3　 　 2　 　 4

3　　 6　　 7　 　 8　 　 6

9　 　 10　　 7　 　 8　 　 8

16　　　20　　　18　　　19　　　16

7　 　 5　 　 7　 　 5　 　 9　 　 7

6　 　 5　 　 5　　 5　　 5　 　 7

8 　821362012

1　 　 1　 　 2　 　 3　 　 3　 　 4

7　　 　7　 　　 7　 　 　7　 　 　 8　　 　 4

56　　　72　　　60　　　71　　　78　　　72

2　 　 4　 　 2　 　 1　 　 5　 　 4

38　　　 33　　　　32　　　 39　　　40　　　　34

18　　　17　　　24　　　22　　　 19　　　17

1　 　 2　　 6　 　 7　 　 4　 　 4

6　　 8　　 9　　 7　　 7　　 4

8　　 8　　 7　　 6　　 9　　 8

18　　　18　　　19　　　24　　　18　　　17

76246

 

4895619

　

　

ワ自
　

　

　

8
　

　

31
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表 5． 『調理 叢書』（1823年）に み る年間を通じて 出現する食品

穀　類 ：飯

い も類 ： さつ ま芋 里 芋 　山 の 芋

種 実 類 ：銀 なん

豆 類 ：黒 豆 と うふ

魚介類 （魚類）：あい なめ　あ じ　石 か れ い 　きす　小 鯛　さ よ り　 た い 　花 かつ お　ふ し

　　　 （甲殻類 ）1伊勢 え び 　え び 　車 えび

　　　 （貝類〉：あ わび 　しじみ 　た い ら ぎ

　　　 （軟体類）：す るめ 　 た こ

　　　 （練 り製品）：か まぼ こ 　 しん じょ　 つ み 入　半片　竹輪半片　つ と半片　杓子取半片

　　　 （不明 ）：さ さ め き

鳥卵類 ：玉 子

野 菜類 （根 菜類）： くわ い 　ご ぼ う　 し ょ うが だ い こ ん は す わ さび

　　　 （茎 菜 類 ）：ぜ ん まい

　　　 （葉菜類）：貝割な　しそ　た で 　な

　　　 （果菜類）：干ぴ ょ う　唐が ら し

　　　 （花 菜 類 ）： しそ の 穂

漬 物 類 ：粕 漬 大根　粕漬 細 大根 　粕漬 な す　粕漬 刀 豆　生 漬 うり　 花 丸 う り　梅 干 しそ 入　小 梅 干　梅 酢 漬新し ょ う

　 　 　 　が

茸 　類 ：松 た け

藻　類 ：青 こ ん ぷ 　あ らめ 　 こ んぶ 　の り　 み る

そ の 他 ：酒　 さ と う　 しお　 み そ　 か ら し酢 み そ　 砂 糖 み そ　 山椒 し ょ うゆ

る，こ の 3 食を合 計 した もの を各月 で 比較 す る と，も

っ と も種類の 多い の は 2 月で ， 次 い で 3 月 ， 9 月 で あ

る．また 最も少な い の は 6 月，次 い で 7 月で あ り，概

して 夏場 に 少 な い と言 え よ う．ま た 年間 を通 して ，朝

食 と昼 食 と夕 食 の 種類 数 を比 べ る と，朝 食 は 平均 98
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種 で 最 も少 な く，次 い で 昼 食 の 135 種 で あ り，最 も多

い の は 夕食の 142種 で あ る．諸行事に ともな うご 馳走

が 夕食に 多く， 朝食に は 少 な い た め で あ る．

　つ ぎ に，各月 の 朝昼 夕 の 合計 し た 食品 を，4訂 食品

成分 表 に 準 じ， 穀類 ，
い も類，菓子類 ， 種実類，豆 類，
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将 軍 の 献 立 に っ い て

表 6． 『調理 叢書』（1823年）に み る
一

時期だ け出現 する食品

期 　間 食 品 名

1 カ 月　 穀　類 ： うき麩 ・小 団子 （2）　金か ん 麩 （3）　 冷 麦（6）
　　　　 い も類 ：葉芋 （4＞ 新里 芋（5）　 と うの 芋 （11） 太 山 の 芋 （12）
　　　　 菓子 類 ：秋の 山

・
こ ぼ れ 梅 ・小巻煎餅

・
か すて い ら饅 頭

・
美雪餅

・
梅霞花 大 形 ・

篠巻煎餅
・
養命 と う

・花 形 落

　　　　　　　　雁 ・菊 の 霜 ・若竹（1＞　梅花 型 入 羊羹 ・大 さ わ ら び ・薯預牡 丹 ・葛平 饅 頭 ・饅 頭 ・扇 型 小 麦 重 ・小 倉 野 ・
　　　　　　　　 きせ わ た ・春霞 ・求肥 （2） 桜花 型 入 紅梅餅 ・山 吹 餅 ・み よし餅 ・あや め 餅 ・うづ ら形 ・

子 持饅 頭 ・す
　　　　　　　　 し饅 頭 ・俵 饅 頭 ・焼 饅 頭 ・桜花型 入 羊羹・春庭羹 ・中み ど り ・吉野 巻（3） か す て ら 平饅 頭 ・塩 吹饅 頭 ・
　　　　　　　　杜若花 型 入 羊羹〔4＞　 か るめ い ち ・よ り 水 ・日の 出饅頭 （5） 小糸 焼 ・大葛巻 ・葛切 （6） 琥珀 饅 頭 （7）
　　　　　　　　早 わ らび ・両 面 焼 饅頭 ・時 雨 餅 ・達磨餅 ・紅 み ど り ・若 もり （8）　 桃 色薄皮餅 ・煎餅

・
菊丸餡餅

・
山 吹

　　　　　　　　朧大型 饅 頭 ・細饅 頭 ・雪の 花 ・小麦焼 ・梅霞羊羹 ・白 京鹿の 子
・
茶巾包 （9）　平焼饅 頭 ・

青朧 九 重 饅 頭 ・

　　　　　　　　両 面平焼饅 頭 ・菊の 花 型 入 羊羹 ・蝶形 入 羊羹（10）　 両 面平 焼 小 倉饅 頭 （11）　 こ ぼ れ 山吹 ・網 笠 焼 ・柚
　　　　　　　　饅 頭 ・紅 白筋 目羹 ・き な こ 結い （12）
　　　　 種 実 類 ：小勝 くり （2）
　　　　 豆 　類 ： 白大豆 （1） 巻 ゆ ば （4）
　　　　 魚介類 ：干鯛 ・蛤入 しん じょ

・青縁取地 紙 形 紅 雲 形入 か まぼ こ （1）　 く らげ ・小えび ・梅花花 形 か まぼ こ
・小 っ

　　　　　　　　み 入   　 木の 葉か れ い ・鯛 の 子
・

と こ ぶ し ・紅 縁 取桜花 型 か まぼ こ
・
さ め か ま ぼ こ

・紅 縁 取桜 型 入 か

　　　　　　　　 まぽ こ ・小 型 三 色か まぼ こ ・紅 青縁 取 か まぼ こ （3） ふ な ・うず巻半 片 ・紅 黄青三 重 縁 取 か まぼ こ （4）
　　　　　　　　小あゆ ・しその 穂 入 つ まみ 揚 ・鯛皮付 しん じょ

・い か か まぼ こ ・紅青 白縁取か まぼ こ （5） すずき・干
　　　　　　　　あ じ ・干ふ っ こ ・味 噌漬 か つ お ・味噌漬あい な め ・しん じ ょ しそ の 穂 入 ・大竹輪半 片 ・くしこ 巻半片

　　　　　　　　 （7） 大 こ ち （8）　 ます ・味 噌漬 た い ら ぎ ・菊花入 しん じ ょ
・桃色縁 取か まぼ こ ・縁 取か まぽ こ ・菊型

　　　　　　　　か まぼ こ ・菊花半 片 （10） い とよ り鯛 ・味 噌漬ぼ ら ・紅 縁取大 くし型か まぼ こ ・鹿 の 子 か まぼ こ （11）
　　　　　　　　大 石 か れ い ・し まだ い ・紅 黄縁 取 か ま ぼ こ ・紅 黄 青か ま ぼ こ 砧巻 ・皮付 し ん じ ょ （12）
　　　　 鳥卵類 ：青鷺 ・！亅丶鷺（7）　うづ ら ・鷺（10）
　　　　 野 菜類 ：若 わ ら び ・長 な （1） 小 菜 ・紅梅花 （2） 菜の 花 （3） 葉 山椒 （4） 新 は す（6） 菊 の 葉 （10＞ 大か ぶ （11）
　　　　　　　　 白梅 花 ・干 しそ ・八 重 成 もや し（12）
　　　　漬 物 類 ：味 噌漬 み ょ うが た け （2＞ か ら し漬 細 根 大 根 （3） 葉 付細 根大根 ・味 噌漬 うり   　か ら し漬小 なす（5）
　　　　　　　　 み そ漬 しそ ・か ら し潰 新 は す（7） 冨 田漬 うり ・冨 田 漬 白 う り・漬 わ さ び （8） か ら し漬大根 （9） 漬 し

　　　　　　　　 そ 〔1  　 か ら漬 な （12）
　　　　 果 実 類 ：桜 の 実 （5）
　　　　 そ の 他 ：ゆ か り ・ゆ こ う ・養老酒   　柚 の 酢 （9）

2 ヵ 月　 穀 　類 ： そ うめ ん （6〜7）
　　　　菓子類 ：巻煎餅（1〜2）　 九 重 巻（2〜3）　 南京桜 （3〜4）　伊勢桜

・自石 飴 （8〜9）　霜 ば しら （12〜1）
　　　　種実類 ：黒 ご ま（10− 11） 勝栗（11〜12）
　　　　魚介類 ：紅 縁 取梅花 型 か まぼ こ （1− 2） む つ の 子

・
小 は まぐり（2〜3） 味 噌漬甘 鯛 （9〜1  ） はぜ （11〜12）

　　　　 鳥卵類 ：ひ ば り（7〜8）　 小が も（10〜11）
　　　　野菜類 ：太 牛蒡（1〜2） 松な（3〜4）　黄菊花（9− 10）
　　　　漬物類 ：塩 甘か ら漬大根 （1〜2＞　 味 噌漬細根大根

・
冨 田 漬細大根 （2〜3） 梅酢漬細根大根 （3− 4）　 味噌漬葉付

　　　　　　　　 ノ亅、カ
Σ
ぶ （9〜10）

　　　　 果実類 ：ぶ ど う（8〜9）
　　　　 茸　類 ：生 松露（2− 3）　 生 松茸 ・初 た け （8〜9）

3 カ 月　 菓子 類 ：柏 餅 ・白星 羹 （2〜4）　葛巻 （7〜9）　 秋 の 巻 （8〜10）　 小 倉 野求 肥 （11〜1）
　　　　魚介類 ： さ ば （6− 8）　あ ん こ う

・
子持石 か れ い ・紅 縁 取菊 型竹輪か まぼ こ （10〜12）　 口 塩 た ら（12− 2）

　　　　 鳥卵類 ： が ん （11− 1）
　　　　 野 菜類 ： く き 立 菜（1〜3）　 た ん ぽ ぽ ・生 わ ら び （2〜4）　 う り ・み つ ら さ さ げ （5〜7＞ ず い き （6〜8） 菊 み

　　　　　　　　 （9− 11＞
　　　　 漬物類 ：早 か ら 漬大根 （2〜4）　 当 座 漬 押 う り し そ 入 （5〜7） 梅 酢 漬 葉 し ょ うが （8− 10） 味 噌 漬 葉 し ょ うが

　　　　　　　　 （9〜11）　浅 漬 大根 （11〜1）
　　　　果実類 ： くこ （2〜4）
　　　　藻 　類 ： お ご （12〜2）
　　　　 そ の 他 ；紅 葉 山椒 （7〜9）

4 カ 月　 穀 　類 ：もち （11〜2）
　　　　 い も類 ：は す芋（6〜9）
　　　　 魚介類 ：平 ふ し（5〜8）
　　　　 野菜類 ：細根大根（1〜4）　 っ るな （3〜6）　枝豆 （5〜8）
　　　　 果実類 ：なし（7〜10）
　　　　 その 他 ：黒 ご まみ そく6〜9）

5 カ 月　 豆 　 類 ：青 豆 （5〜9）
　　　　 魚 介 類 ：小 た た み （10〜2＞　 あ こ う

・奥 津 鯛 （11〜3）
鳥 9ff類 ：か も　（10〜2）
野 菜 類 ：青 山椒 （4〜8）　 白 う り ・と うが ん （5〜9） せ り ・葉 付 小 か ぶ （9〜1＞ っ く し （11〜3）

6 カ 月　 魚介類 ：数の 子 （9〜2）
　　　　 野 菜類 ：み ょ うが た け（1〜6＞ 茄 子 ・み ょ うが の 子 （4〜9）
　　　　　　　　木の め （12〜5）
　　　　 漬物類 ：梅酢漬み ょ うが た け （1〜6）
　　　　 果 実 類 ；九年母 （9〜2）

小 か ぶ ・芽 うど （9〜2） 干 大 根 ・み つ ば ぜ り（10〜3）

（ ） 内 は 出現 す る 月．
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魚介類，鳥卵類，野菜類，漬 物類，果実類 茸類 藻

類 ， 嗜好飲料 と調味料等の そ の 他に 分類 し表 4 に 示 し

た，最 も種類数の 多い の は 魚介類で ， 次い で野菜類 ，

菓子類 で ある．魚介類は 2月，3 月，12 月に 多 く，4
〜6 月 ， 8月 に 少 な い ．野菜 類は各月あ ま り差は み ち

れな い ．菓子類 は行事 に ともな うもの が ほ とん ど で あ

り， 2 月の 節分 ， 3 月 の 上 巳 ， 9 月 の 重 陽 等 の 祝 に 多

く出現 する た め ， そ れ ら各月の 種類数が 多くな っ て い

る．

　 つ ぎに ，そ れ ぞ れ の 食品の 季節 に よ る 出現 の 違 い を

次 の ように分 け た．  1 月 か ら 12 月 に，つ ま り年 間

を通 じて 出現す る食品．    に 準 じほ とん ど年 中出現

す る 食品．  時々 出現する 食品 で あ る が   ほ ど は 出現

しない 食品．  6 カ 月間続 い て 出現する食品．  5 カ

月間続 い て出現 する 食品．  4 カ 月 間続 い て 出現 する

食品．  3 カ 月間続い て 出現する食品．  2 カ月間続

い て 出現す る食品．  1 カ 月間 だ け 出現 する食品．

　  の 年間 を通 じて 出現す る食品 は 表 5 の よ うに な る．

穀類 は 1種．い も類 は 3種．種 実類 は 1種．豆 類は 2

種．最 も種類 の 多い 魚介類 は 25種 で，魚類は 出現数

の 多い た い （鯛），きす （鱚）等 9種，甲殻類は 3種 ，

貝類 で は 塩水 の 貝 2 種 と淡水 の 貝 1種，軟体類 2種，

練 り製品 は 7種，不明 1 で あ る．鳥卵類 は 1 種．野菜

類 で は 根菜類 ， 茎菜 類， 葉菜類 ， 果菜類， 花菜類 の 計

14種 で あ る．漬物 類 は 9種．茸類 は 松茸だ け の 1種

で，そ の 保 存方法 は 記さ れ て い な い が 塩 蔵 品 で あ ろ

う
21 ）．藻類 は 5種 ， その 他 6種 で ある．

　食品の 季節感は，あ る
一

時期 だ け出現す る物 に み る

こ とが で きる．表 6 に 示す よ うに   1 カ 月間 だ け出現

す る食 品 は ， 穀 類 4 種 ，
い も類 4種，菓 子 類 71種，

種 実類 1種 ， 豆 類 2種 ， 魚 介類 48種 ， 鳥卵 類 4 種 ，

野菜類 12 種 ， 漬物類 13種 ， 果実類 1種 ， そ の 他 4 種

で 計 164種 に お よぶ 食品 が 見ら れ る．  2 カ 月間 の 食

品 は 28種 ，  3 カ 月 間の 食品 は 26種 ，  4 カ 月間 の

食品は 8種，  5 カ 月間 の 食品 は 11種，  6 カ月間

の 食品は 11種 で あ る．こ れ ら特 に 出現数 の 多い 菓 子

類 や 魚介類 に 季節感 が よ く伺 え るが
， また 野菜類や果

実類 ， 鳥卵 類な ども季節感 の 伺 え るもの ば か りの よう

で あ る．

　 こ れ ち 「調理 叢書』の 食品 の 内，魚介類 の ふ な （鮒），

か き （牡蠣）， あか が い （赤 貝） と藻類 の あ らめ （荒

布），ひ じき （鹿尾菜）など は将軍 の 食卓 に い れ て は

ならな い 食品 とされ て い るとの 報告 が あるが
22〕，家斉

に と っ て は食べ て良 い 食品 とされ た の で あろ う
’5）．ま

た木 の め （木 の 芽 〉，山椒，し ょ うが （生 姜）， た で

（蓼）， 唐が らし （唐辛子）， み ょ うが た け （茗荷竹），

わ さ び （山葵）な ど の 辛味野菜が 多用 さ れ て い るが，

こ れ らは料理 を引 き立 た せ る と同時 に ，食あた り防止

や解毒 食品 として 用 い られ たようで あ る．

　次 に 贅沢 を禁 ず る た め に 出され た 禁令 と上記 の 食品

を 比 較 して み た．禁令 は 度 lt 出 さ れ て い るが そ の 内，

貞享 3 年 （1686年）に は 「野菜 もの 之儀節 二 入候 日 よ

り売出之事」 として 21種 に お よぷ い も類，野菜類 ，

果実 類 ， 茸類 の 売 り出 し時期 を指定 ， ま た 元 禄 6 年

（1693年） には 「野菜 もの 売出時節改正 」を出 し先 の

食品 の 売出時期 を改 め た．ま た 寛保 2年 （1742年）に

も， 「魚鳥并野菜物売出時節之事」と し て 先 の 禁令に

魚鳥を 15種加えて，計 36種 に お よぶ 食品の 売 り出し

表 7． 『徳川禁令考』の 「魚鳥并野菜物売出時

　　　節之事」 （1742年） と 『調理 叢書』（1823

　　　年）の 食品 との 出現時期 の 比較

食　　品
魚鳥并 野 菜

物売出時節

『調理 叢書』 に

出現 す る 月
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4 月 節 よ り

1月 節 よ り

4月 節 よ り

4月 節 よ り

9月 節 よ り

11月節よ り

11月節 よ り

12月 節 よ り

10月節 よ り

10 月節よ り

2 月節より

2 月節 よ り

3 月節 よ り

3 月節 よ り

3 月節 よ り

4 月節 よ り

5 月節 よ り

5 月節 よ り

8 月節 よ り

5 月節 よ り

8 月節 よ り

8 月節よ り

9 月節 よ り

4 月節 よ り

8 月節 よ り

　　 　　 10〜6 月

　 　 　 　 　 　 9 月

　 　 　 　 2〜8 月

　 　 4− 5，8〜9月

　 8〜10，12〜3月

（た ら）　　 3，7月

　 　 　 10− 12 月

　 　 　 　 9〜3月

　　 　　 10〜2 月

　　 　　 11〜1 月

　　 　　 11〜3 月

2〜5，7，9〜12 月

　　 　1， 8〜10 月

（若 わ らび）　 1月

　 　 　 　 1〜12月

　　 　　 12〜6月

　　 　　 4〜9月

　 　 　 　 5〜9 月

　　 　　 9〜2 月

　　 　　 9〜2 月

　 　 　 　 7〜10月

　　 　　 8〜9 月

　　 11− 1，5 月

　 1〜2， 8，10月

（生 松 た け）8〜9月

（ ）内は 『調 理 叢 書亅 に み る 食 品 名．

34 （924）

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan society of Home Economics

NII-Electronic Library Service

Japan 　sooiety 　of 　Home 　Eoonomios

時期を指定 して い る．

「時節外 れ 之野菜 もの 売 出間敷事 」 と の 禁令 も出 さ れ

て い る．こ れ らの うち の 寛保 2年 の 禁 令 と 『調 理叢

書』 を比較 し，該 当す る 食 品 25 種 を表 7 に 示 した．

『調理 叢 書』で は ，
か つ お （鰹）， さけ （鮭）， 白魚，

あ ん こ う （鮟鱇），若わ ら び （若蕨），な すび （茄 子），

な し （梨 ）が 禁令 よ り も 1−−3 カ 月早 く出現 して い る．

また，芽 うど （芽独 活〉，み か ん （蜜柑），がん （雁）

の よ うに 1 カ月遅れ で 出現 して い る もの もあ る し ， あ

ゆ （鮎）， か も （鴨）， 自うり （白 瓜）， ぶ ど う （葡萄），

松た け （松茸）の ように 同時節の もの もみ る こ とが で

きる．旬 の 先取 りの で き る食品 と，旬に な る と美味 し

く食べ る こ との で きる食品，つ まり，旬 で な い と美味

しく食 べ る こ との で きな い 食品 に より， 出現時期 が 異

な る よ うで あ る．こ れ らか ら，将軍 の 食事 は た い へ ん

季節感 に あふ れ て い る もの で あ り， 禁令に従わ な くて

よく， 特別扱 い さ れ て い た こ と が よ く伺えよ う，

　ま た，家斉 の 好物 の 尾 張 の 鮓 が，尾州家 か ら内々 で

5 日 ご と に 献上 さ れ て い た ようだ
17 ）．こ の 献立 に は記

載さ れ て お らず，さらに 加 え て 豪 華な食事 内容 で あ っ

た こ と は 明らか で ある．

　　 　　　 　　 　　 　 将軍の 献立 に っ い て

ま た，弘 化元 年 （1844年）に は

　 4． む す び

　将 軍の 徳川 家斉の 献立 記録 の 「調理 叢書』 に よ り，

将 軍 の食事を追究 した．献立 に は ハ レ の 日 とケ の 日の

献立 が あ り，ハ レ の 日は 正 月 か ら， 煤払迄 の 年 中行事

な どで あ る．ケ の 日の 献立は，意外 に質素 な もの で あ

っ た．しか しなが ら，季節感 にあ ふ れ，非常 に変化 に

富ん だ もの で ある．現代で は 失 われ て しまっ た食品 の

季節感 を取 り入 れ ， 旬の もの を豊富に取 り入 れ た もの

で あ っ た とい えよ う．

　終 わ りに ， 貴重な資料を使わせ て い た だ い た，国立

国会図書館，ご 助 言を頂 い た 武蔵 野女 子大学 ・石 川 寛

子氏，慶 応義熟 三 田 メ デ ィ ア セ ン タ
ー ・山 下光雄氏 に

感謝 い た します．
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